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第 3 章では，第 l 章および第 2 章で得られた結果に基づいて，工作誤差が生じたすみ肉溶接継手の
疲労強度を健全なすみ肉溶接継手のそれと同等にするような工作上の処理条件を明らかにしている。
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作誤差の許容値を求める方法を提案しており，さらに Moss 型LNG 船用球形タンク溶接部につい
て上記の角変形と目違いを考慮した疲労設計の実例を示している。
以上の成果は，船体の強度を支配する溶接継子部の疲労強度の推定に対して非常に有効な手段を与
え，さらに船体建造時に溶接継手部に生じる工作誤差の許容値を決定するための貴重な資料を提供す
るものであり，船体構造の設計及び工作上寄与するところが大きい O よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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